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要 約

牛伝染性リンパ腫ウイルス（BLV）のプロウイルス量（PVL）定量法である BLV-CoCoMo Dual qPCR法（Dual-

CoCoMo法）の簡便・迅速かつさらなる高感度化を目的とし，Dual-CoCoMo法に用いるDNA抽出法の検討を行った．
DNA抽出について，従来のWizard法と新たに選択した Pure SPIN法を比較したところ，Pure SPIN法の DNA収量
はWizard法に比べて高かった．そこで，得られた DNAを用いて PVL定量を行ったところ，既存法で最も高感度で
あるWizard法 + Single-CoCoMo法で陰性となった 6検体は，Pure SPIN法 + Dual-CoCoMo法では全て PVLが定
量され，本手法は高感度に PVLを定量できることが示された．
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